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アイヌ民族にマッチが伝わる前の発火法は主に火打ちに

よった。それを北海道ではピウチと呼び、明らかにn本内

地より伝わったものである。それ以前のアイヌ民族の発火

法は木の板に穴をあけ、その穴に合う棒を垂直にあてがっ

て、その上端を両手で挟んで錐をもむ様にし、その摩擦に

よって火を起こした。この発火器の材料としては、発火し

やすい木なら何んでも用し､たらしいが、特に用いられたの

がハルニレの木であった。ハルニレはアイヌ脇で北海道で

はチキサニ[Chi(我ら)Kisa(こする)niHOJと呼

N'o.]9

M)75．3.1

んだ。榔太アイヌは〔カラニイKara(発火器)nl(木)"

と云い、専らkaraは火打ちをさす様になり火打袋をカロ

ップKaroのと呼んでいた。この発火用具は凡て彼等の

火の神より授けられたものとして、火打袋に入れて大切に

腰にさげられた。

図に示した火打袋は‘鴨場傭氏が樺太のタランドマリで採

典したもので鮫の皮、或は海獣の皮等の生皮で軟質の状態

の内に加工した。

カラフトアイヌの火灯袋（カロッブ
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函館空港の遺跡と

11i'UII49年度の調査

1，函館空港と遺跡

函館空港は、都心から7kirほどの海岸段丘上にあるが、

湯ノ川の根崎公腰から進入灯が並んでみえる。空港の西側

は市内に続いているともし､えよう。昭和36年4月に函館敏
勾

港が|荊設され、滑走脇は1.200inであったが、昭和46年に

は管制塔が新設されて新航空ターミナルができた。このと

きの渦走路は東に拡張して2,mと駁ったが、この空港

盤備事業で窄港用地内の避跡閥在が実施されている空港

のある海岸段丘には遺跡も多く、昭和42年の武内収太、吉

崎昌一氏らの調交で縄文時代早期から奈良・平安時代の遺

跡が9カ所、空港用地内にあることが確認されている。こ

れらは昭和43年11月から12月にかけての調査で、その大半

が発掘された。これが函館空港の遺跡調査のはじまりで、

遺跡名を第1地ﾉ1A遺跡、鰯2地点遺跡というように地点別

の遺跡名がつけられてし､る。捌査は函館市教育委員会に捌

査団が組織され、庶勝班が社会教育課、調査班が耐立賑館

博物館となっていた。

このたびの遺跡調喪は、昭和48年7月の函館空港第2次

整備計画によるもので、この計画によると現在の滑走路を

500m東に延長して2.500inの滑走路をつくることに厳っ

ている。工事計画は滑走路と進入灯および工事中に'上ずる

土砂の海への流入を防ぐ沈澱池の設備などがあり、拡張.

伴う工事面積が約25万㎡で、第4地点遺跡、中野A遺跡、

中野B遺跡が工加世域内にある。これらの遺跡について昭

和47年に函館開発建投部が北海道開拓記全館に分布澗姦唾

依頼し、翌48年には北海道教育庁文化課が第4地点遺跡α

分布確認をしている。拡張に伴う用地買収が遅れ、遺跡の

分布確認も地上観察しかできなかったようであるが、遺跡

調査が具体的になってきたのは昭痢脇9年の函館市のy算編

成が終った1月に入ってからである。26日に函館鮒発建Ii2

部ﾊ1地課、同空港4蛎所、函館:h企直部、銭亀沢上木耶獅

所、函館fli教育委員会社会教育課、市立函館博物館の関係
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鰯
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者が函館市教育委員会で函館空港遺跡の発掘打合せ会が開

かれ、地元の所轄教育委貝会か調査を担当することになっ

た。約26,000㎡にわたる第4地点遺跡、中野A遺跡、中野

B遺跡を3カ年で発掘と資料整理ならびに報告書作成まで

も終えるという前提で、その事業計画と昭和49年度予算書

を30日までに提出を求められ、大変忙がしい思いをした。

4月からの発掘で調在員、柵交流助貝、作業員の採川、発

掘現場に事務室､作業員室､器材室、発電機や水道の設営、

僻材や資材の調達などの醜伽にかかったのは3月に入って

からであった。

2．昭和49年度の調査

調査団は、調査団長三ツ谷毅一（教育長）、庶務班長阿

部光房（社会教育課長）、調盗班長石川政治（市立函館博

物館長）、発掘担当者千代雛、調査貝（嘱託）4名、凋在

柵助風（嘱託）4名、臨時1職職員6名、作業員45潟の組

繊で、第4地点遺跡の捌在にかかった。途中阿部光房社会

教育課長は8月に市立港小学校長として転出され、後任に

佐藤繁義社会教育課長がなった。

第4地点遺跡は、昭和43年に発掘し、縄文時代前期の住

居城が60数基発見されたところである。このたびの発掘区

域は新たに空港用地となる遺跡の南側にあたる丘陵の一部

で、遺跡面積が8,180㎡と推定されたか12.850㎡におよび

東西250in,南北70inにわたって分布していたが､北東部は

ブルドーザーで竪穴上部か削られていたり、破壊していた

ところもあった。遺跡は函館空港の東に隣接する地点で、

赤坂町と中野町にまたがり、旭犀川と乳母川の上流にある

沢にはさまる段丘は、北東から南西に伸びている。この丘

先が第4地点遺跡の発掘f定地で、背にあたる段丘が滑走

路のセンター・ラインのため削平されていた。丘先部の南

はなだらかな斜面で70raほどで平坦地形となり、海岸線ま

で伸びているが、遺跡は削平された標高-Urnから南斜面に

かけて残っていた西側には旧段丘の尾根にあたる高みが

あって、赤坂町と中野町の境界線が高みを南西から北東に

走ってし､る。東側は乳母川のl三流の沢地で削平面より7in

ほど低く、この周辺まで遺物包含l智が分布している。
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第4地点の発掘f定:'.î .8.-,o㎡のうち、10.153㎡を4

ﾉjから11月の降珂時fで発掘したところ、傾斜地の尾根状

の高みから北西部にかけて竪穴住居.-群が発見された畷

穴は58堪で、住居と考えられろもの55基が重複したり接近

した配列であらわれたこれらの住居.-:.は1本柱穴のもの‐

2本柱穴のもの、4水柱穴のものなどかあって、なかに階

同一場所に1本柱穴のあとに4本柱穴のものを建てるな

ど､建て直しの住居城があった｡これらの注居城には炉跡力

なく、屋内で蕪燐きや峻炉をとった痕跡のないのが特色で

ある竪穴.這居の形はすべて円形で、地表から住居蛾まで

6ill～80cmの深さかあり、このII1地表曲を-lOcniほど掘り下Iす

て竪穴住居をつくっている住居群は、推定6.000年ほど

前にある一定期間につくられたもので、住居が廃棄された

くぼみに土器や石器頭が投げ入れられている。住居群から

、むら、の樵造やある期間における住居群の移動につし‐

て、これから調べていくが、これまでに住融f以外の遣樵

で、貯蔵庫などの堀穴や墓壌などが21基と性格不明の葉巻

き形をした土城62基が発見されている。これから出土した

土器や石器類は約12万点にのぼり、市立函館博物館で記録

した図面や写真などと整理作業を行っている。

第4地点遺跡の時代は、縄文時代前期で円筒式土器文化

の初頭の時代であるが、この円筒式土器文化は縄文時代前

期から中期に北海道南部と東北地方北部にかけて分布して

いる特有の縄文文化である。桔梗のサイベ沢遺跡は遺跡規

模も大きく、有名であるが、鰯4地点遺跡ではそのもっと

も古い時期の毒むら廷が全国ではじめてあかるみになった

ことに意義がある。（主任：千代肇）

天気に恵まれた

こどもの雪まつり

ながら学ぶ催し

は、道内で市立

旭川郷土博物館

でも行なわれ、

竹うま、わら細

工など冬の生活

の体験実習の場

となり、市民に

好評を得て1

る。

当博物館で色

鰯1回目の大沼

氷切道具展から

以後道南民具展

などを行なって

いるが、竹すべ

冬の一日を家族そろって楽しんでもらおうと、昭和46年

より続けられてきた冬の公園と博物館であそぶ会」は、

今回700余名の参加者を得て1月25．26日の両日開催さｵ、

た。この行事は5度目になるが例年雪不足に悩まされ、特

に侭'.魚作成会は数が制限されたり、小さいもので我慢させ

られてきたしかし今回は大郵で恐龍のような大きなもの

から、小はウサギまで7(1余の白い彫刻で博物館前広場が埋

まった。

n時に行なわれたスケッチ会は、弾象をスケッチするモ

の、博物館の展示資料を舟念に見ながら描いているもの雄

ど、随所にどっかと腰をおろして頑張っている姿が見られ

た。おはなし会も小さな聴i満者が集まり「植物のはたらき

とふしぎ」（猫師乳井幸教氏）という題で行なわれた。妓

終、の午後には雪像を見るため1.700余名の人出があり、

‘輔像のスベリ台などに人気か典巾した。

このように博物館が111心となって、こどもたちとあそび

麺

り会などこどものあそびを中心にした実際にやってみる催

しの方が喜こばれるようである。

今後、共催後援団体である市立函館博物館友の会、函館

市民美術家協会などと協力し、市民に定着しつつあるこの

諏まつりをより充実したものにしてゆきたいものである。

（学芸員：岡田一彦）

一

’第1回日本海文化展

江差松前展風と船ダンス

剛間：昭和50年5月1日～6月30日(無休〕

会場：市立函館博物館本館（函館公圏内）

観覧料：大人160円､小人80円(団体割引あり〉
※花見のコースにおくわえ下さい。
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|最近受入れた資料
貝頬クリイロエゾポラ他36種87点

（アラスカ・プリストリ湾）

【田口武光氏寄贈・函館市堀川町30-17】

青函連絡船模型1点

【石畑克己氏寄贈・函館市若松町23-19】

石ベラ（アラスカ・コジヤック島）1点

石槍（アラスカ・コジヤック島）1点

【濃井武治氏寄贈・函館市日吉町4丁目9－29】

硝子絵（明治時代のもの）1枚

【田村きよ氏寄湖・函館市栄町10-19】

国華（昭和9年Ill月号）他267点

【小熊信一郎氏寄贈・函館市大町5－5】

函館 全 景写真の額1面

（明治24，5年頃のもの）

【町田利兵衛氏寄贈・函館市本町12-16】

売渡証書（明治27年12月12日付宅地）1通

【鈴木良治氏寄贈・函館市花園町14yfr501-507】

聖番複製印刷物1枚

（グーテンベルク42行、1,400年頃の手法で印刷した

複製）

【板垣孝雄氏寄贈・函館市末広町1－8】

置時計（大正9年頃購入のものセイコー社製）1個

【室本吉彦氏寄贈・函館市末広町10-2羽

鋤 1丁

【偶淘重松金物店寄贈・函館市末広町22－2】

鋳 鉄製湯わかし茶（明治初期のもの）1個

【本間寅吉氏寄期・函館市末広町2018】

水差・非肉箱・硯・墨一括6点

秘宝珍奇図鑑amt2年1月5日発行函館新聞社編)I冊

瓦・耳だらり・厚子各1点

【清水美智氏寄贈・函館市宝来町15－8】

漢流つぎ竿 （6本組つぎ竿）一 式

【加藤東治氏寄贈・函館市谷地頭町13－4】

入館者統計

昭和49年度常設展示（昭和49.10.1～49.12.27)
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博物館日誌抄（48.10.26~49.5.30）

48.10.LV,北海道史編さん所永田窟将氏他2名館内見学
（本館）

26北海道文学館主催「久保栄文学展」札幌にてI淵
催、資料貸出す（分館）

28科学教室く昆虫＞、昆虫感謝祭（分館）
28東北大学考古学教授芹沢長介氏館内見学(本館）

（資料館）
31宮城県多賀城跡調査研究所長岡田茂弘氏他1名

館内見学（本館）
11．9上智大学教授ジョン・エック氏館内見学（資料

館）
10市民猫座く生態＞識師宗像英雄氏（本館）
18市民識座く考古＞‘澗師金田功氏（木館）
22博物館協議会副委貝鋒原忠雄氏死去
25市民講座く民俗＞識師渋谷道夫氏（本館）

12．1市民識座く生態＞柵師乳ﾉf-幸教氏他1名(本館）
2市民講座く考古＞徽師金田功氏（本館）
5日本海事広報協会主催「勝海舟展」横浜三越百

貨店にて開催、資料貸出す
9市民識座く民俗＞識師渋谷道夫氏（本館）
16市民識座く美術＞,;州帥武内収太氏（本館）

49.1.20市民I識座く考古>i柵mI:武内収太氏（本館）
27市民諦座く民俗＞洲師渋谷道夫氏（本館）
27市民柵座く美術>.lfili武内収太氏（本館）

2．1第4回冬の公園と博物館であそぶ会開催(本館）
10口本銀行検迩部災撒山英之氏他3名館内見学

（本館）
10北海道立開拓記念館副館長中村栄一氏来館（本

館）
16市民識座く生態＞織師林勝也氏他1名（本館）
17市民識座く民俗＞繊師渋谷道夫氏（本館）

3．6サントリー美術館興編永砿樹氏他1名来館（本
館）

8道史編集所長松山昌一氏が貸料（古銭）の件で
来館（本館）

9市民訓座く生態.柵師宗隙英雄氏（本館）
10市民織座く美術.洲師武内収太氏（本館）
10市民識座く考古＞,洲師村井雄二郎氏（本館）
16道史編さん所永田麓智氏が蝦夷キリシタン資料

調査のため来館（本館）
17市民講座く美術＞識師武内収太氏（本館）
24市民識座く民俗＞拙師渋谷道夫氏（本館）
27日本銀行小樽支店長畑消治郎氏他1名館内見学

（本館）
4．25東京都港区シエール社小津航二氏他2名箱館戦

争資料撮影に来館（分館）
27函館旅の会瀬川一郎氏他60名館内見学(資料館）

5．1特別展「北の装い（コスチューム）展開催（6
月30日まで）（本館）

5市民講座く民総＞織師児玉マリ氏（本館）
11市民講座く生態＞‘洲師宗像和彦氏（本館）
11科学教室く天体＞拙師津川軍次郎（分館）
12市民講座く民作＞映画「アイヌの風俗」（本館）
16明治大学教授溌部真蕃樹氏来館（資料館）
19市民識座（特別展陳列資料説明）（本館）
21富山県高岡市宵年団45名館内見学（本館）
24時田可生係焚厚生部に娠出、渡辺拠治係長が博

物館庶務係長に新任
26市民,識座映画く民俗＞｢アイヌの結婚式｣(本館）
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